
    
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  本日、無事に１学期の終業式を迎えることができました。今学期の授業日数は７０日間。保護者の
皆様のご理解・ご協力のおかげで、生徒たちは充実した日々を過ごすことができました。これまでの

 温かい御支援に、心より感謝申し上げます。
   この３か月半、各学年の生徒たちは中学校生活の中で素晴らしい歩みを見せてくれました。
  【１年生】
  4 月の入学から早いもので約 3 か月半が過ぎました。当初の初々しい緊張感はほとんどなくなり、
今ではすっかり中学校の生活リズムに馴染んだ様子です。昼休みの校庭で、笑顔を浮かべながら元気

 にサッカーを楽しんでいる光景が、深く心に残っています。
   【２年生】
  ５月２７日に行った東京校外学習では、班ごとに都内を巡りました。計画通りにいかない難しさに
直面しつつも、互いに声を掛け合いながら乗り越えた経験は、大きな達成感と確かな成長をもたらし
てくれたようです。また、部活動でもいよいよ中心世代となり、後輩を力強くリードしながら日々の

 練習に励む様子からは、頼もしさが感じられます。
   【３年生】
  中学生活の大きな節目である修学旅行では、仲間と寝食を共にしながら歴史や文化に触れ、一生の
宝物となる充実した時間を共有しました。そして、部活動の集大成となる総合体育大会。これまでの

 努力のすべてをぶつけ、最後まで諦めずにプレーする姿は、私たちに深い感動を与えてくれました。
  明日からは、４５日間の長い夏休みが始まります。ぜひ規則正しい生活を意識し、安全や健康に十

 分留意しながら、家庭や地域でしかできない貴重な経験を積んでほしいと思います。
  ２学期の始業式、一回り大きく、たくましくなった生徒たちと笑顔で再会できること

 を、教職員一同、楽しみにしています。
  なお、今回の通知票から、校長・担任・保護者の押印欄をなくすことといたしました。
２学期始業式には、保護者署名欄に保護者の方の自筆でお名前をお書きいただいた上で、

 生徒に持たせいただければと思います。ご協力よろしくお願いいたします。
 
  また、休み時間や学校行事等では、生徒たちと
の積極的なふれ合いをとおして、素敵な人間関係

   桜木中学校で、ＡＬＴとして５年間勤務してい を築いていました。
ただいたイアン先生とランス先生が、任期を終え、   お二人が去られることは、とても残念ではあり

 この夏で本校を去ることとなりました。 すが、新たな門出を心から応援し、今後のますま
   お二人の先生には、授業において、生徒たちが すの活躍をお祈りしたいと思います。
本物の英語に触れ、英語に親しむ機会をたくさん   イアン先生、ランス先生、５年間本当にありが
作っていただきました。 とうございました！
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  明日から、生徒たちが待ちに待った夏休みが始まります。自由な時間が増える一方で、
心配なのがスマートフォンやＳＮＳとの付き合い方。先日、１年生と保護者の方を対象
に開催された「情報モラル講習会」では、講師の先生から現代のネット社会を生きる子
どもたちの現状と、私たちが知るべき「ネットの本質」について、示唆に富むお話を伺
いました。今回は、その講習会の内容から、ご家庭で今日から実践できるポイントをまとめました。

 この夏休み、ぜひお子様と一緒に「スマホとの距離感」について話し合うきっかけにしてください。

  ネット社会を賢く生きるとは、ネットに振り回されず、「現実の生活」を大切にできるということ
 です。この夏休みが、トラブルの時期ではなく、ご家族でメディアとの付き合い方を見直す有意義な

 時間となることを願っています。

【学校閉庁期間のお知らせ】  
  今年度も、以下のとおり夏季休業中に学校閉庁を実施いたします。ご理解、ご協力のほど、
よろしくお願いいたします。 
１  期   日：８月８日（土）～８月１６日（日） 
２  その他：緊急時の連絡は、教育委員会教育環境課（℡ 0277-46-6408）へ連絡してください。
           教育環境課から管理職へ連絡が届きます。また、夏季休業中の土日及び夜間につい
           ては、桐生市役所（℡ 0277-46-1111）へ連絡をお願いします。

 「面白い」の裏にある刃  
  たくさんの人が視聴するＳＮＳ上の動画。その動画を投稿する人の動機の多くは「面白いから」「ウ
ケたいから」という承認欲求です。しかし、その「面白い」の影で、真面目に頑張っている誰かが深

 く傷ついているかもしれないという想像力が不可欠です。
 
  実は「言いたいことが言えない」ＳＮＳの罠  
  「ネットのほうが本音を言える」とよく言われますが、現実は逆です。ネットに一度書き込んだ言
葉や画像は、半永久的に消えない「デジタルタトゥー」として残り、拡散されます。軽い気持ちでコ

 メントしたことが、将来の進路や人間関係に一生の影を落とすことがあるのです。
 
  真偽不明の「情報の濁流」に呑まれない  
  ネット上には、デマやフェイクニュース、悪意ある書き込みなど、真偽の定かでない情
報が濁流のように流れています。発信者の意図を疑い、何が真実かを見極める「情報の取
捨選択力」を身につけることが必須です。また、自分に関係のないことには、コメントし

 ないことも大切です。
 
  深夜の繋がりは「足の引っ張り合い」  
  夜遅くまでスマホの画面を見つめ、ＳＮＳ等の返信を気にし続ける・・・。こうした深夜
の繋がりは、お互いの時間と精神を削り合う「足の引っ張り合い」にしかなりません。ネッ
トの世界にのめり込むことは、大切な「自分の時間」を奪うだけでなく、「相手の時間」を

 も侵害することになります。
 
  我が家の「ルール」をつくろう  
  「利用はリビングのみ」「夜１０時以降は親が預かる」など、内容はシンプルで構いません。ここで
大切なのは、「ルールは子どもを縛るものではなく、トラブルや健康被害から『あなたを守るもの』で
ある」と伝えることです。


